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企　画　名 主　催　団　体

在住外国人から学ぼう！
子どもの権利

1112/ 13：00～15：00

12月11日（日）15：20～17：20

分科会：
分科会内容

企　画　名

これからの医療的ケア児の
保育と教育

おきなわふくし
オンブズマン

主　催　団　体

アドラー心理学で心の栄養素・
4つのカップを満たすには

なかよしプロジェクト
@アドラー心理学

子どもの権利条約とこども基本法
～国際的視点から

子どもの権利条約
ネットワーク

子どもが主体的に活動できる放課後
NPO法人沖縄県学童・
保育支援センター、
一般社団法人りあん

子どもの権利を守る居場所とは？ 認定NPO法人ACE、
NPO法人ちゅらゆい

「子どもの話を聴く技術」
体験セミナー 認定NPO法人ムラのミライ

就学移行期における
「子どもの声」の検討

架け橋を渡る子どもの
声検討ネットワーク

小学校の授業でも実施中！
CAP子どもワークショップ

特定非営利活動法人
おきなわCAPセンター

子どもの食の安全を守るために～食の安全・地産地消
・オーガニック給食へ～食べることをもっと大事に！
食べものが君の体を作っている！

キッチンから社会を変える！
あんまーずネットワーク

ボランティア学生が考える子どもの人権
～子どもの居場所でのボランティア活動を通して～

一般社団法人
大学コンソーシアム沖縄子どもの
居場所ボランティアセンター

1112/
9：30～11：30分科会：

昨年 9 月に医療的ケア児法が成立したが、沖縄県内の取り組みはこれ
からである。県内の実践者から課題を聴きこれからの取り組みについ
て議論を深める。

子どもの権利を、子ども自身が行使する主体であるべきだと、アドラー心理学
育児では考えています。 無自覚な善意で子どもの権利を侵害しないよう、子ど
もへのよりよい対応を考えるワークショップをします。

６月にこども基本法が成立し、こども家庭庁も来年４月に設置され、これらに向け
た取り組みが多々行われています。 こうした状況を踏まえ、平野裕二さんを講師に、
コロナ下での国内外の子どもの権利条約を取り巻く状況について深めます。

児童館・学童クラブの職員として子どもの声を聴き、活動に活かせて
いるだろうかという事を大人目線・子ども目線で考えていきたい。

子どもの権利を推進するための研修プログラム開発の取り組みを報告
し、その中から子どものセーフガーディングをベースにしたワーク
ショップを体験していただきます。

子ども支援の現場で、子どもの話をもっと聞きたかったのに…という経験はありませんか？シ
ンプルな投げかけで、子どもが安心して話せるようになる聴き方をご紹介します。※国内外で住
民主体の活動を生み出してきたメタファシリテーション手法がベースとなっています。

「こども家庭庁」が設置されることに伴い「幼児教育と小学校教育の架け橋特
別委員会」が設けられました。本分科会では、架け橋を渡る主体である「子ど
もの声」を聴きながら、就学移行期を検討してみたいと思います。

CAP プログラムは子どもが様々な暴力から自分の身を守るための人権教育です。
学校で行っているCAP（暴力防止）プログラムの一部を模擬体験してもらいながら、
子どもの力を引き出すために、私たちおとなにできる関り方について考えます。

知っていますか？発達障害やアレルギー、肥満やうつ等、体と心の問題で困って
いる子が増えています。原因の１つは「食」。食を変えて元気になった例や自分
で健康を守る食べ方等、すぐできることをわかりやすく伝えます。

子どもの居場所学生ボランティアセンターの事業概要や、設立 7年目を迎えるに至
る経緯を紹介、また日ごろボランティア活動にあたっている学生の活動報告等を通
して、子どもの人権を尊重するために必要な支援例の一つを提示する機会とする。

未成年の主張
～こんな子どもたちがいます！～ くじらぐも

不登校の体験者が語る
～こんな学校あったらいいよね～ NPO法人ちゅらゆい

「労働者協同組合法」を活用し、
子どもの人権が守られる地域づくりを

日本労働者協同組合
（ワーカーズコープ）
センター事業団

部活動派遣費問題にみる体験保障 公益財団法人
みらいファンド沖縄

家庭に居場所がない子どもの保護と
自立支援 ～沖縄県内の連携と
子どもアドボカシーの実践から～

NPO法人
子どもシェルターおきなわ

困窮世帯の支援団体や
当事者について 高校生団体 Lux（ルークス）

地域に生きる子どもの居場所
～子どもと地域を“遊び”でつなげるプレーパーク～ 沖縄プレーパークねっと

NPO法人
沖縄NGOセンター

地方議会議員に聞く、
子どもの権利条例制定までの道のりと
壁を乗り越えるアイデア

那覇市議会議員有志

政策をつくる人と話そう！
子ども・ユースキャラバン (仮 )

広げよう！
子どもの権利条約キャンペーン

私たち「くじらぐも」は過剰な感染対策や化学物質過敏で学校登校を控えたり、
退学をした、未就学児から高校生がメンバーです。私たちが経験したことを元に
「子どもの権利」とこれからの公教育について参加者と意見交流します。

「やってみたいこと、なんでもやってみよう！」水やどろんこ、
木材、ロープなどいろんな素材や道具を使って、おもいっきり
自由に、五感をはたらかせてあそんでみよう。

不登校を経験した中高生たちを中心に、こんな学校あったらいいな、
を語り合います。大人も子どもも学校に行ってる人も行ってない人も
学校について語りましょう。 

２０２０年に成立した「労働者協同組合法」は市民が自立的に地域づくりに向か
うことを応援する法律です。「子どもの未来を守りたい」皆さんに新しい法律の概
要と実践事例をお伝えし、子どもの人権が守られる地域づくりを一緒に考えます。

みらいファンド沖縄では、部活動派遣費の助成を行いながら、背景にある課題を
調査しています。分科会では、派遣費問題を子どもの権利と照らし合わせ、課題
の本質とあるべき姿をワークショップを行いながら共有します。

虐待やヤングケアラー等、家庭に居場所がない子どもたちを保護、自立支援する
子どもシェルター。そのような子ども支援における沖縄県内における連携、子ど
もの権利保障のためのアドボカシーの実践についてお伝えしたいと思います。

沖縄県の社会問題の一つである子どもの貧困について、高校生なりの見解、そして
その問題の根本の改善方法等を発表し、参加者の皆様とのグループディスカッショ
ンを通して、また新しい改善点や貧困に対する捉え方を共有しましょう。

自分の責任で自由に遊ぶ場所であるプレーパークは、自由に遊び、休息し、安心し
て人間関係を作り合う場所として大きな可能性を持っています。実践報告を軸に、
居場所としてのプレーパークについて語り合う分科会です。

沖縄県内に暮らしている外国ルーツの子どもやその保護者とともに、言
葉と文化と制度の壁について声を聞き、参加者とともに多様性について
考える時間とする。

すでに子どもの権利条例を制定している自治体の議員に、条例制定までの道の
りと、その際の課題と乗り越えた手法について聞き取りを行う。フォーラム当
日はその情報を共有し、沖縄での条例制定を後押しする機会としたい。

こども家庭庁が 2023 年 4 月に発足することを見据えて、子どもに関する政策
について子ども・若者が自分たちの声を政策決定者に伝えるためのワーク
ショップを行います。

分科会内容

クロージング

12月11日（日）9：30～12：00
at 沖大芝生広場
主催団体：那覇市繁多川公民館・沖縄プレーパークねっと

出張！はんたがわプレーパーク
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出張！はんたがわプレーパーク出張！はんたがわプレーパーク
申込
不要

子どもから
おとなまで

対面とオンライン
対面のみ

対面とオンライン
対面のみ


